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緑のコーディネーター通信   
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 ７月１４日（月）玄界公民館主催の

「園芸講座」に、緑のコーディネーター

の角銅久美子さんと講師として参加しま

した。 

 ベイサイドの博多港から船で３０分。

志賀島の後方にあります。今回で３回目

の訪問。おそらく３年前の西方沖地震が

なかったら行くこともなかったのではと

思いながら、朝早い船に乗り込む。市営

住宅や県営住宅、真新しい一戸建てが浜

に近いところの山の斜面に建っていま

す。島に着くと、仮設住宅のときから交流のあるＨさんのニコニコとした笑

顔に出会う。この３月、仮設住宅から全員島に帰られ、これから本来の島の

生活が始まろうとしています。 

 なんら園芸に対して特技がない二人ですが、植物を育てることによってコ

ミュニティを育て思いやりを育てる、また自分自身の元気も作る。そして、

緑を通して環境のこと、住みやすい町作りを一緒に考えていきましょうと話

しました。 

 ヒロ園芸さん（緑のコーディネーター）から玄界島の方にといただいた

ポーチュラカを各自持って帰っていただくとともに船着場から見える空き地

に苗を植えました。また、新聞紙＆セメントで作ったエコフラワーポットに

も関心を寄せていただき、８月２９日に第２回目の講座を開くことになりま

した。 

 玄界島のことをもっと知りたいと思い「アンケート」をお願いしたところ

３１人の協力がありました。 

 

１．あなたの好きな花の名前を教えてください。 

 ①菊 ②水仙 ③バラ ④コスモス ⑤アジサイ 

２．島にある花をいくつでも書いてください。 

 ・菜の花 ・山百合 ・アジサイ ・スミレ ・あざみ 

 ・ツワブキ ・むらさきカタバミ ・マツバギク  

 ・野ギク ・キンセンカ  ・はまゆう ・コスモス ・野バラ  

 ・浜昼顔 ・水仙 

３．花をどこで育てたいですか？ 

 ①ベランダ１２人 ② 家の庭１０人 ③公園・市道沿いなど１０人 

４．花の水やりは、何の水を使いますか？ 

 ①水道水２４人 ②風呂の残り湯７人 ③雨水３人 

５．玄界島のシンボルの花は、何にしたいですか？ 

 ①はまゆう１２人 ②水仙８人 ③ツワブキ３人・百合３人 

 （発行元／事務局） 

福岡市住宅都市局 

公園緑地部緑化推進課  

TEL：７１１－４４２４ 

FAX：７３３－５５９０ 

（財）福岡市森と緑のまち

づくり協会 森と緑課 

メールアドレス： 

anjyu.t@mori - midori.com  

TEL：８２２－５８３２ 

FAX：８２２－５８４８ 
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 記事投稿のしかた 

本誌に記事を載せたい方は

事務局にご連絡の上、記事

内容を書面（メール可）で

提出してください。記事の

量によっては、重要箇所の

みの掲載となります。活動

参加者募集等を行う場合

は、必ず連絡先、連絡方法

を明記してください。９月

号（９月２０日前後発行）

への投稿〆切日は９月１０

日です。それ以降の投稿は

１０月号への掲載になりま

す。みんなが気持ちよく情

報誌を利用できるようルー

ルを守りましょう。 

玄界公民館での講座 
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 心配した降雨も無く、スタッフ１９名、各

企業から甴女１９名の参加があり、油山カブ

トムシの森のクヌギ林で、草刈り体験をして

いただきました。準備体操後に、鎌の使い方

や草刈りの目的等を説明し、３班に分かれて

高温多湿の厳しい環境のなか、全員汗ビッ

ショリになりながらの約５０分間の草刈り作

業を楽しみました。 

 途中で水分補給のため休憩をとったりし

て、トラブルも無く終了できたことは何より

でした。また、甲虫調査も並行して実施し数

人の子供さんと一緒に仕掛けておいたトラッ

プを回収したところ、カブトムシが数匹入っ

ていて着実に昆虫が住む森に成りつつあるこ

とを実感しました。 

 作業終了後はクールダウン、集合写真撮影

の後、楽しい昼食をとりながら参加者との交

流を深めることができました。 

 この日の活動の様子をケーブルテレビ 

J：COMから取材に来られ、９月１６日～ 

３０日に「わいわい福岡」の番組で、活動の

様子を毎日放映される予定です。 
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【大濠公園】 

 一般企業・市民の方５０名の参加がありました。事前に

計画された作業手順の説

明のあと「大濠ガーデニ

ングクラブ」の会員が

リーダーになり、草取

り・花壇整備を行いまし

た。毎年、大濠花火大会

の時は花壇が踏み荒らさ

れるそうで、踏まれても

強い「イワダレソウ」を

植えつけました。 

 

【こども病院】 

 「こども病院フラワーボランティア」のスタッフ９名が

リーダーになり、一般ボランティア３５名と草取り・花の

植え付けを行いました。メインの玄関前花壇の他にも、家

族宿泊施設「わらべ」の

前や駐車場のまわり、感

染症センターの前まで広

範囲にわたり花壇整備を

行いました。子どもの参

加もあり、楽しく元気に

作業を行いました。これ

を機会に、日曜ボラン

ティアのスタッフも増え

ました。 

 

【九州がんセンター】 

 「癒しの庭」で活動されている「花の仲間たち」の皆さ

んの指導で、芝刈り・草取り・花の植え替え・ひまわりの

種まき等を行いました。

今年は、病院敷地内を練

習場としている尐年野球

チームの親子の参加があ

り、にぎやかでした。野

球チームは主に「あじさ

い」の剪定を行いまし

た。来年もきっと綺麗な

花が咲く事でしょう。 
斜面での草刈り作業 

  

                                             ҲḸף  

 
 勤マルの日（勤労者マルチライフ支援事業、一斉ボランティア実行DAY） 

７月２０日にボランティア活動指導者として、各地で緑のコーディネーターが活躍しました。暑い日でし

たが皆さん暑さに負けず、元気にボランティア活動を行いました。 

ボランティアさんと記念撮影 

力を合わせて草取り 

尐年野球チームも大活躍 
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 ７月２９日朝、緑のコーディネーター・園芸福祉

士など６名が釜山港に向かった。ターミナル待合室

で釜山広域市緑地事務所所長

「金さん」韓国花卉消費者会

会長「黄さん」など４月に来

福された皆さんの出迎えを受

けた。 

 早速ムクゲのイベント会場

を訪れ、金所長から韓国国花

であるこの花の多品種の説明

を受けた。 

 昼食のあと釜山広域市役所を訪れ、福岡市役所か

ら贈られた朝顔を見学。市民請願室窓辺の、立派な

木製プランターに植えられており、上の階まで伸び

伸びと育って高層ビルに潤いを与えていた。ちなみ

に朝顔は「ナッパルコッ」と

言うそうだ。庁舎内に入り、

緑地公園課を訪問。丁寧な応

対を受けた後、福岡市の釜山

駐在員の方も加わって、郊外の「国際交流の森」に

向かった。福岡市からのサクラや下関市との交流樹

木などが植えてあり、来福のとき記念にお渡しした

皇帝ダリアも立派に育っていた。 

 ガーデンレストランで庭の見学をして夕食会。

オーナーは「韓国種配り会」の会員で多数の花のほ

か４０種ほどのダリアの育成に奮闘中だそうだ。 

 次の日早朝「あわびのお粥」の感動さめやらぬま

ま、東亜大学都市景観学部金教授と１１月の「アイ

ランド花どんたく３周年記念行事」での「日韓緑の

フォーラム」の打ち合わせをした。「国連軍墓地公

園」も訪れ、朝鮮戦争で犠牲になった連合国兵士の

現実を知り、墓碑一基ご

とに植えられたバラの花

に平和のありがたさをあ

らためて実感した。その

墓地の周囲を取り巻く

「樹木展示園」は金所長

の自信作。一種一本ずつ

列植され、さながら実物

樹木図鑑のようで、すべ

てが開花時の写真付。もっとゆっくり観たかった。

花卉消費者会の子供向け活動を見学し、会長手作り

の人参ドリンクをいただき、釜山国立養護学校で

は、日本の園芸福祉を取り込みたいと熱心な先生の

案内で校舎花壇に育つ福岡からの皇帝ダリアや菜園

を見学した。今度皆さんが来福された時はお世話を

受けた何分の一を返せるか、答えを出せないほどの

対応をいただいた二日間であった。 

 ⁸ ˧ ẃẃẃ ҲḸף ˗  
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韓国の国花 ムクゲ 

釜山広域市役所前の朝顔 

国連軍墓地公園のバラ 
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 ７月３１日 10:00 ～12:00  

 福岡市植物園にて、市民・学生・行政２７名の

参加により開催されました。 

 活動母体である緑ちかまる推進局の代表、西日

本短期大学教授岡本 均氏の「景観賞受賞の駅舎

を緑や花でより良い風景づくりをしましょう！」 

とのご挨拶のあと、福岡市交通局より駅舎・地下

鉄の説明。その後ファシリテーター十時 裕氏の

軽妙な進行によりすすめられました。福大前・丂

隈など学生の利用もあり、若い人たちの参加が多

く活発に討議され、おおむね概要を理解し、各駅

の歴史や特徴を捉え、個性ある景観・風景作りを

しましょう！との大枠が決まりました。 

 福岡市では「第２次緑の基本計画」の素案が公表さ

れ市民の皆さんの意見を募集しております。市民が意

見を述べて反映するのみならず、実際に参加し実践で

きる時代になりました。 

 植物園での園芸基礎講座参加の皆さんによるサルビ

ア・ベゴニアの生育も順調のようで、３日“行橋”で

いただいたマリーゴール

ドはがんセンターにて、

５日“１６コのプラン

ター”に植えられ「花の

仲間たち」のサポートで

育っています。 

ワークショップの様子 
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 ２４歳くらいから畑づくりをはじめ、５年になります。畑をつくること

が、ライフワークだと感じ、仕事の休みの日を使って土とふれあう日々で

す。学生時代、茨城県にある「鯉淵学園」という農業の専門学校で、農の

すばらしさに目覚めました。 

 それから、種苗店、花屋、切り花農家さんでの色々な経験を通し、緑の

もたらす素晴らしさを、もっと多くの人に楽しんでもらいたいと考えてい

ます。 

 今は、週一回休みの合間に畑をしているので、

なかなか思うような畑づくりができていません

が、畑を通して農家さん、ご近所さん、畑仲間と

の交流・情報交換の場、色々な出会いの場として

心の潤いと、沢山の恵みをもらって生活の一部と

して、大きな役割をはたすまでになりました。

（畑の持ち寄りパーティーや、ガーデン散策、手

作りワークショップなども仲間たちと楽しんでい

ます。） 

 畑は農薬を使わず、生ゴミ堆肥を使ったり、近

くのこだわり卵屋さんから鶏フンをわけてもらっ

たり、安心して使える資材も活用しています。そ

して育った野菜は、直売所に尐しですが、置かせ

てもらっています。これから、この畑仲間たちと

もっと発展的なことができたらと思う日々です。 

温室前花壇をみんなで手入れ 

ƺ ǵȱɶɅȡɋɶȽɶ ˬἧǜȚǒȐǵ ǮǠƳƻ 

【日 時】７月２４日（木） １３時～１６時 

【場 所】福岡市植物園 

 前回（６／２６）ベゴニアとサルビアの種まき、育苗を学習しました。今回は自宅で種まきし、１ヶ月

経った苗を持参して発芽状況発表です。私の苗、ベゴニアは針先位小さいまま、ベゴニアはもやし状態。

しかし約４０名の半分位は、私の苗と似たり寄ったりで安心（？）先生から満点をもらった人はごくわず

かでした。採光・遮光の大切さ、難しさを実感しました。 

 最後に培養土の学習。 

 基本は、赤玉土６＋腐葉土４＋元肥＋苦土石灰 

その基本を元に何種類もの土から各自培養土を作りました。この土でベゴニア・サルビアをポット育苗

し、また次回持ち寄る事になり、楽しみです。反省と更に勉強をと思った一日でした。 

講座いちばんの優秀作品 真剣なまなざし 

    ˺ Ӕ′ ἧ  

有機栽培で育った野菜たち 

農作業に励む北川さん 

北川さんの畑 



 

 ７月２８日に波左間正

幸先生による『あじさい

の挿し木実践講座』を開

催しました。 

 植物園友の会会員で緑

のコーディネーターさん

１１名の参加があり、あ

じさいの剪定と挿し木の

方法を、園内のあじさいを使って実践的に学びま

した。挿し木したものは各自持ち帰り育てていた

だいていますので、園内に定植できる場所を確保

したいと考えています。 

【今後の予定】 

 友の会会員の皆さまを対象に『秋のコンテナ花

壇づくり実践講座』を開催します。２回講座で、

デザインから土作り、植え込みまでを実践的に学

びます。友の会会員の方には植物園からご連絡い

たします。 

“植物園友の会”  

 市民の皆さまが植物並びに植物園を愛する人々の輪

を作り植物園と市民との交流の絆を通して、植物園を

憩いの場とすることで、より親しまれる市民参加型の

植物園となるために「友の会」を設立しました。 

【友の会寄付金】個人の方 ひと口2,000 円より（花

壇苗代の資金にさせていただきます） 

☆植物園ホームページ  

 http :/ botanicalgarden.city.fukuoka.lg.jp/       

《片江市民緑地グリーンメイトの会より、観月会のお誘

いです。》 

 「片江夫婦桜の丘」で、昨年好評だったお月見

を、今年もたくさんの方を迎えて行いたいと思って

います。秋の夜長のひとときを、十六夜の月を眺め

ながらゆっくり楽しんでみませんか。 

★日時：平成２０年９月１７日（水）１８：００～ 

★会費：１，５００円 

★交通：・地下鉄丂隈線 丂隈駅より歩いて５分 

    ・西鉄バス１２番 東丂隈（城南市民 

     センター前）より３分 

★申し込み： 

 

 ９月１２日までにお申し込みください。 

 どなたでも参加できます。 

 

ҲҞ ҹ Ḹ ͑   

 財団法人都市緑化基金では、花王株式会社の支援を受け、生活の身近な場所に緑豊かな環境を支援す

る「花王・みんなの森づくり活動助成」を実施しています。対象は緑を守り育てる活動（森づくりの活

動）に取り組んでいる団体、または取り組もうとする団体です。 

★お問い合せ・お申し込みは下記まで 

 財団法人都市緑化基金 花王・みんなの森づくり活動助成係 

 〒102 - 0082  東京都千代田区一番町１０番地 一番町ウエストビル５Ｆ 

 TEL：０３－５２７５－２２９１ FAX ：０３－５２７５－２３３１ 

 http :// www .urban -green .or .jp /   E-mail :midori -info @urban -green .or .jp  

★詳しい資料が必要な方は森と緑のまちづくり協会 安重までご連絡ください TEL:８２２－５８３２ 

剪定の実践中 

῎⁸ ᶸ  

挿し木 できあがり 
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 １１月に開催される“グリッピキャンペーン”『ア

イランド花どんたく２００８』に向けて７月９日に

ヒマワリの種まきを行いましたが、７月２５日の草

取りでは、あまりにも多い雑草にお手上げ状態でし

た。しかし「朝夕の涼しい時間に一気に終わらせま

しょう！」と、コーディネーターさんからのありが

たい提案があり、８月２日・３日で大量の草取りが

終わりました。その後苗の補植を行い「ヒマワリ

畑」らしくなりました。 

 暑い中参加していただいた皆さま、本当にありが

とうございました。 

７／２５ 黙々と草取りを
してやっと１区画終了 

８／１１のヒマワリ畑 
奥の方の苗は大きく育っています 


